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目　的

日本において，がん患者のスピリチュアリティ
やスピリチュアルペインに関する研究は近年少し
ずつ行われてきている．一方，がん患者の家族や
遺族を対象にしたスピリチュアリティやスピリ
チュアルペインに関する研究は少ない．配偶者を
亡くした高齢遺族を対象にした研究では，〈生き
る目的が見出せない〉〈夫婦でなくなることの喪
失感〉というスピリチュアルペインがあるとされ
ている 1）．しかし，対象が高齢者に限定されてお
り，患者の疾患については限定されておらず，が

ん患者の家族（遺族）に特徴的なスピリチュアル
ペインについては，明らかにされていない．遺族
ケアに参加した配偶者喪失者 18 名を対象にした
研究では，〈生きる価値の喪失〉〈生きる意味の喪
失〉などのスピリチュアルペインがあることが明
らかになっている 2）．しかし対象者が配偶者に限
定されており，疾患はがんに限定されていない．
したがって，現在わが国におけるがん患者の家族
や遺族のスピリチュアルペインの内容について
は，まだ十分に明らかにされていない．

本研究の目的は，がん患者の家族のスピリチュ
アルペインの内容と程度，および家族が感じたつ

＊京都大学大学院 医学研究科博士後期課程（研究代表者）

終末期がん患者の家族の 
スピリチュアルペインについて

角　裕子＊

　本研究の目的は，終末期がん患者の家
族のスピリチュアルペインの内容と程
度，および医療者に行ってほしいと思っ
た関わりの内容と程度に関する実態を明
らかにすることである．一般病院の遺
族 781 名のうち 459 名（59％），緩和
ケア病棟の遺族 1,009 名のうち 645 名
（64%）から回答が得られた．がん患者
の家族のスピリチュアルペインについて
は一般病院と緩和ケア病棟とで回答に大

きな差はみられなかった．「患者が衰え
ていく姿を見てつらいと思った」，「患者
が自分のことができなくなる姿をみてつ
らいと思った」という項目では 90%以
上の遺族がそう思うと回答していた．医
療者に行ってほしいと思った関わりで
は，「安心して話せる環境をつくってく
れる」，「患者の病気や死の意味を一緒に
考えてくれる」という項目では 50%以
上の遺族がそう思うと回答していた．

サマリー

33

J-HOPE4（遺族の質の評価）.indd   211 20/04/09   21:50



212

らさや苦しみに対して医療者に行ってほしいと
思った関わりの内容とその程度に関する実態を明
らかにすることである．今回の研究では，家族の
スピリチュアルペインを「家族が患者の『生の有
限性』を自覚した時に生ずるさまざまな苦悩」と
定義した．

結　果

調査項目は村田らの理論研究による人間の「時
間的存在」，「関係存在」，「自律存在」の概念３）と
田村らによって開発されたスピリチュアルペイン
アセスメントシート（Spiritual Pain Assessment 
Sheet；Spipas）における概念 14 項目 4）を参考に
がん家族のスピリチュアルペインの項目を設定
し，5 名の遺族にパイロット調査を行い作成した．

一般病院の遺族 781 名のうち 459 名（59％），
緩和ケア病棟の遺族 1,009 名のうち 645 名（64%）
から回答が得られた．

1）終末期がん患者の家族のスピリチュアルペ
イン（図 1）

スピリチュアルペイン各項目について，「非常
にそう思う」「そう思う」「ややそう思う」の回答

（%）を図に示す．一般病院と緩和ケア病棟で回
答に大きな差はみられなかった．

一般病院，緩和ケア病棟ともに 80% 以上が回
答していた項目は，「患者が衰えていく姿を見て
つらいと思った」，「患者が自分のことができなく
なる姿を見てつらいと思った」，「患者ともっと一
緒に過ごしたいと思った」であった．一般病院，
緩和ケア病棟ともに 70% 以上が回答していた項
目は，「患者の病気がもっと早く見つかっていれ
ばと思った」，「患者が気丈に振る舞う姿を見てつ
らいと思った」，「人の命ははかないと思った」，

「自然の力にはさからえないと思った」，「患者が
『なぜ病気になってしまったのか』と思った」で
あった．

2）医療者に行ってほしいと思った関わり（図2）
医療者に行ってほしいと思った関わり各項目に

ついて，「非常にそう思う」「そう思う」「ややそ
う思う」の回答（%）を図に示す．一般病院と緩
和ケア病棟で回答に大きな差はみられなかった．

一般病院，緩和ケア病棟ともに 60% 以上が回
答していた項目は，「安心して話せる環境をつ
くってくれる」であった．一般病院，緩和ケア病
棟ともに 50% 以上が回答していた項目は，「患者
の病気や死の意味を一緒に考えてくれる」であっ
た．一方，一般病院，緩和ケア病棟ともに 2% 以
下の回答となっていた項目は「私の求めに応じて
宗教家を紹介してくれる」であった．

考　察

本研究は，日本における終末期がん患者の家族
のスピリチュアルペインについて明らかにした初
めての全国調査である．

遺族の 80% 以上が「患者が衰えていく姿を見
てつらいと思った」，「患者が自分のことができな
くなる姿を見てつらいと思った」，「患者ともっと
一緒に過ごしたいと思った」と回答していた．家
族は診断，退院，再発，終末期などの節目や患者
が苦しむ様子を見た時に，人生の目的や意味，「な
ぜ自分達に起きたのか」という苦悩を持つことが
多い 5）．家族は患者の自律性が失われていく姿に
強いスピリチュアルペインを感じていることが示
唆された．

遺族の 70% が「患者の病気がもっと早く見つ
かっていればと思った」，「患者が気丈に振る舞う
姿を見てつらいと思った」，「人の命ははかないと
思った」，「自然の力にはさからえないと思った」，

「患者が『なぜ病気になってしまったのか』と
思った」と回答していた．遺族は患者の『生の有
限性』を意識し自然にはさからえないことを感じ
ていた．また，遺族は人生の不条理についての苦
悩を感じており，時間性のスピリチュアルペイン
を感じていることが示唆された．

医療者に行ってほしいと思った関わりでは，
50% 以上の遺族が「安心して話せる環境をつくっ
てくれる」，「患者の病気や死の意味を一緒に考え
てくれる」ことを望んでいた．このことから，医
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25% 50% 75% 100%

私の仕事や役割、趣味などが制限され悔しいと思った

私の居場所がなくなると思った

患者が死んだら私には何も残らないと思った

患者が医療者から見捨てられたと思った

私の人生は何だったのかと思った

患者が病気になったのは私のせいだと思った

患者とのわだかまりについて話せずつらいと思った

神も仏もないと思った

私はひとりぼっちだっと思った

私はひとりになるのが怖いと思った

私はこの先どうなってしまうのかと思った

こんなことになって患者に申し訳ないと思った

患者が死んだら私はどうなってしまうのかと思った

患者がよくなるために私が努力しても無駄だと思った

人生は不公平だと思った

患者と共に歩んだ歴史を失うと思った

私にも死が近づいていると思った

私が思い描いていた将来とは違うと思った

私の一部を失ってしまうと思った

私は無力だと思った

人生は無常だと思った

患者がやり残したことがあり、つらいと思った

もう患者をお世話することができなくなると思った

患者が望みをもっている姿を見て切なく思った

患者に子供や孫の成長をみせてやれずつらいと思った

患者の苦しみに何もしてあげられないと思った

患者と心残りや身辺整理などについて話し合いたいと思った

自然の力にはさからえないと思った

人の命ははかないと思った

患者が「なぜ、病気になってしまったのか」と思った

患者が気丈に振る舞う姿を見てつらいと思った

患者の病気がもっと早く見つかっていればと思った

患者ともっと一緒に過ごしたいと思った

患者が自分のことができなくなる姿を見てつらいと思った

患者が衰えていく姿を見てつらいと思った
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図 1　終末期がん患者の家族のスピリチュアルペイン
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0% 25% 50% 75%

私の求めに応じて宗教家を紹介してくれる

「感じている気持ちは他の方も一緒ですよ」と言ってくれる

私の心の状態に応じて心のケアの専門家を紹介してくれる

患者の死後に私が生きていかなければならないつらさを受
け止めてくれる

私の思いを掘り下げて聞いてくれる

私が希望を持てるように関わってくれる

「無理して頑張らなくていい」と言ってくれる

私の揺れ動く気持ちを受け止めてくれる

私のペースを大切にして関わってくれる

私の考え方を尊重してくれる

患者の病気や死の意味を一緒に考えてくれる

安心して話せる環境をつくってくれる

緩和ケア病棟（n＝645） 一般病院（n＝459）
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図 2　医療者に行ってほしいと思った関わり
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療者に対し，自分の気持ちを表出できる関係性や
環境を望み，共に病気や死の意味を考えてくれる
ケアを望んでいる遺族は少なくないと考えられ
る．一方，「私の求めに応じて宗教家を紹介して
くれる」という項目は，最も少なく，宗教家への
紹介に関するニーズは低い結果となっていた．こ
れは，日本の医療において，死の恐怖や死生観の
悩みについて対応できる専門家がほとんどいな
かったことが影響しているのではないかと考えら
れる．

終末期がん患者の家族は，自分のことよりも患
者のことで必死な状況に置かれていると考えられ
る．家族はさまざまなストレスを抱え，問題が生
じても“健康な私”が自分の苦悩を訴えることを
躊躇し表出しないことが多い６）．そのため，医療
者は家族が“第 2 の患者”，治療およびケアの対
象との認識で対応するべき６）であり，家族の置か
れている状況を理解し，家族に対して積極的に声
をかけ支援していくことや，家族の思いを受け止
め，一緒に考えていく姿勢が求められる．
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